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2.1. 掲載事例一覧

※対象会社が中小企業かどうかを示している。中小企業基本法の中小企業の定義に従い分類している。ただし、業種・事業内容・その他個別な状況による扱われている範囲が異なる場合がある

（注） 1. 企業名は、株式会社等省略
2. 最初の取引での出資比率を記載、その後段階的に出資を拡大し現在は出資比率は異なる場合がある
3. 「-」は出資比率・取引金額非公開の案件

No.

日本企業（対象会社） 外国企業（買い手）
出資
比率

取引金額
(億円) ページ名称 業種 所在地

中小

企業※ 名称 種別

パターンA 子会社売却・事業譲渡（カーブアウト）

1 パナソニックヘルスケア（現PHCホールディングス） 電気機器 東京都* KKR PEファンド 80% 1,650 P.18

2 日立機材（現センクシア） 建材 東京都* カーライル PEファンド 約100% 293 P.20

3 日立国際電気（現KOKUSAI ELECTRIC） 電機 東京都* KKR PEファンド 100% 2,570 P.22

4 オムロン直方（現アドバンテック） 電機 福岡県 ✓ アドバンテック 事業会社 80%2 -3 P.24

5 日立プロキュアメントサービス（現HIPUS） サービス 東京都 インフォシス 事業会社 81% - P.26

6 資生堂のパーソナルケア事業（現ファイントゥデイ） 卸売 東京都 CVCキャピタルパートナーズ PEファンド 65% 1,600 P.28

パターンB 大企業本体の売却・資本の受入

7 中外製薬 医薬品 東京都* ロシュ 事業会社 50.1%2 1,221 P.32

8 エスエス製薬 医薬品 東京都* ベーリンガーインゲルハイム 事業会社 100% 822 P.34

9 チップワンストップ 卸売 神奈川県 アロー・エレクトロニクス 事業会社 100% 70 P.36

10 ポリマテック（現積水ポリマテック） 化学 埼玉県 CITICキャピタル(現トラスターキャピタル) PEファンド 100% - P.38

11 パイオニア 電機 東京都* ベアリング・プライベート・エクイティ・アジア(現BPEA EQT) PEファンド 100% 1,020 P.40

パターンC オーナー企業の売却・資本の受入（事業承継等）

12 大洋薬品工業（現武田テバファーマ） 医薬品 愛知県 テバファーマスーティカル・インダストリーズ 事業会社 100% 740 P.44

13 おやつカンパニー 食品 三重県 ✓ カーライル PEファンド 約70% - P.46

14 TASAKI 製造 兵庫県 ✓ MBKパートナーズ PEファンド 100% 318 P.48

15 OWNDAYS 精密 沖縄県 ✓ Lキャタルトン PEファンド - - P.50

16 ニチイ学館 サービス 東京都 ベインキャピタル PEファンド 100% 1,100 P.52

パターンD スタートアップ企業の売却・資本の受入

17 AB&Company サービス 東京都 CLSA PEファンド 100% 100 P.56

18 ピコサーム（現ネッチジャパンつくば事業所） 精密 茨城県 ✓ ネッチジャパン 事業会社 100% - P.58

19 フロムスクラッチ（現データX） ソフト・IT 東京都 ✓ KKR PEファンド - 40 P.60

20 Spiber バイオテクノロジー 山形県 ✓ カーライル PEファンド - 100 P.62

＊対象会社所在地（本社）が東京都ではあるものの、主要事業所や工場等が東京都以外の事例


	既定のセクション
	スライド 0: 対日M&A活用に関する事例集
	スライド 1: 事例集の概要
	スライド 2: 目次
	スライド 3
	スライド 4: 1.1. 対日M&Aの概況（1/2）　
	スライド 5: 1.1. 対日M&Aの概況（2/2）　
	スライド 6: 1.2. 対日M&Aを活用した企業が直面していた課題
	スライド 7: 1.3. 対日M&Aにおける留意点
	スライド 8: 1.４. 対日M&Aのメリット（サマリー）
	スライド 9: 1.４. 対日M&Aのメリット（実際の声）
	スライド 10: 1.５. 本事例集における対日M&Aのパターン
	スライド 11
	スライド 12
	スライド 13: 2.1. 掲載事例一覧
	スライド 14
	スライド 15: 2.2.　索引：メリット別に事例を探す
	スライド 16
	スライド 17: パターンAの解説・特徴（子会社売却・事業譲渡（カーブアウト））
	スライド 18: KKRの知見・ノウハウを活用した企業買収等を通じてグローバル成長を実現
	スライド 19: 【従業員への説明】 成長するための独立。主語を自分たちと捉える“外部資本導入”と「親孝行プロジェクト」
	スライド 20: 海外資本導入後、外部の人材と内部の知見を合わせた経営体制で新たな成長へ
	スライド 21: 【M&Aの成功に向けた従業員の巻き込み】 経営陣と従業員が一体となり、新たなことにチャレンジする意識を醸成
	スライド 22: グループ離脱・専業化を機に、R&D・人員投資により市場成長を上回る成長を実現
	スライド 23: 【M&A後の成功に向けたコミュニケーションのポイント】 安定を失う不安を乗り越え、KKRと協力体制を築いて成長実現
	スライド 24: 既存の事業はそのままに、海外資本の事業を取り込み新たな収益の柱に
	スライド 25: 【M&A後の従業員・顧客維持のポイント】 従業員・顧客への丁寧な配慮により、離職、顧客離れをゼロに
	スライド 26: グループ離脱後、インド企業の先行するデジタル商品・サービス活用で販売量が急拡大
	スライド 27: 【M&Aの苦労と従業員への影響】 インド企業とのカルチャーギャップを埋める苦労と、社員の心境変化
	スライド 28: グローバルブランド育成や企業成長を加速させる、世界に勝つ経営体制の組成
	スライド 29: 【ブランド力の向上策】 ブランディングを強化してグローバルブランドへ
	スライド 30
	スライド 31: パターンB　解説・特徴（大企業本体の売却・資本の受入）
	スライド 32: ロシュとの戦略的提携による安定的な収益基盤を基に創薬への集中投資が可能に
	スライド 33: 【M&A後の統合における成功要因】 共同委員会による組織的なコミュニケーション強化に努め、統合が進む
	スライド 34: ベーリンガーインゲルハイム及びサノフィの支援により市場地位の強化、海外市場開拓を促進
	スライド 35: 【M&A後の統合における成功要因】 「リスペクト・エンパシー・パッション・チャレンジ」互いの企業文化を尊重して融合 
	スライド 36: 外国企業の豊富な経営リソースを活用し、これまで以上の急成長を実現
	スライド 37: 【統合時のポイント】 密なコミュニケーションをとって戦略を統合し、海外市場展開も急加速
	スライド 38: 民事再生をきっかけに、全体戦略を作り直すことで急速に企業再生を実現
	スライド 39: 【M&A後の事業拡大のポイント】 企業文化を根本的に見直し、事業拡大を実現
	スライド 40: 外部知見を取り入れた再生プランによる急速な立ち上がり
	スライド 41: 【事業再生のポイント】 ヒト・経営方針・企業文化のそれぞれが変革されることで事業が再生
	スライド 42
	スライド 43: パターンC　解説・特徴（オーナー企業の売却・資本の受入（事業承継等））
	スライド 44: グローバル基準による管理・ビジネスモデルの転換により、市場からの信頼を回復
	スライド 45: 【業績回復のポイント】 種類の多さではなく、小品目でも質を高めることによる業績の回復
	スライド 46: カーライルの人材支援等を受け、組織体制の変革と海外向けビジネスの拡大を推進 (おやつカンパニーのカーライルへの売却 2014年公表(1/2))
	スライド 47: 【組織づくり・海外展開でのポイント】 生え抜き社員が活躍できる組織作り、PEファンドの支援を通じた海外向けビジネスの拡大 (おやつカンパニーのカーライルへの売却 2014年公表(2/2))
	スライド 48: 経営改革によってブランド力を向上、海外展開で成長の加速を実現 (TASAKIのMBKパートナーズへの売却 2017年公表(1/2))
	スライド 49: 【信頼関係と苦労】 PEファンドとの信頼関係の構築と、ブランド改革での苦労 (TASAKIのMBKパートナーズへの売却 2017年公表(2/2))
	スライド 50: PEファンドの積極支援のもと国内外出店・店舗オペレーションDX・バックオフィス強化を推進 (OWNDAYS経営陣によるLキャタルトンと三井物産企業投資のコンソーシアムへの部分売却(1/2) 2018年公表)
	スライド 51: 【事業成長のポイント】 自社に合ったPEファンド支援のもとで成長を実現したのち、インド企業からの出資受入へ (OWNDAYS経営陣によるLキャタルトンと三井物産企業投資のコンソーシアムへの部分売却(2/2) 2018年公表)
	スライド 52: 選択と集中による競争力・持続可能性の高い成長戦略の実現
	スライド 53: 【M&A後の組織づくりのポイント】 各改革において現場が仕事をしやすく、働き甲斐を感じるための組織づくり
	スライド 54
	スライド 55: パターンD　解説・特徴（スタートアップ企業の売却・資本の受入）
	スライド 56: 急拡大に向けた強固な組織づくりを実現し、スムーズに事業を拡大
	スライド 57: 【M&A後の成功要因】 弱みを徹底的に改善し、強みを伸ばす。経営の好循環を実現
	スライド 58: 買い手のバックオフィス機能活用により、コストを少なく更なる事業拡大を実現
	スライド 59: 【スムーズなM&Aのポイント】 両社の人間関係の構築によりスムーズなM&Aを実現
	スライド 60: KKRのスタートアップ投資アジア第一号案件として、IPOに向けた成長を加速 (フロムスクラッチ（現データX）によるKKRからのマイノリティ出資受入 2019年公表(1/2))
	スライド 61: 【M&Aを実施する際のポイント】 会社の目指すビジョンを実現するパートナーの選定が肝要 (フロムスクラッチ（現データX）によるKKRからのマイノリティ出資受入 2019年公表(2/2))
	スライド 62: マーケティング戦略・営業体制を整え、飛躍に向けた経営体制が整備
	スライド 63: 【買い手の出資要件】 「相当規模のTAM」、「圧倒的な模倣困難技術」等の要件を満たし、投資が実現
	スライド 64
	スライド 65
	スライド 66
	スライド 67: 3.1.ポイント別にみる対日M&A活用の要点 　　（きっかけ、実施内容、M&A前後の苦労、成功のキーファクター）
	スライド 68: 3.2. 各種用語の定義・解説(1/2)
	スライド 69: 3.2. 各種用語の定義・解説(2/2)
	スライド 70: あとがき（背景）
	スライド 71




